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１４６ 《岩窟内の聖母》と《岩窟の外の聖母》 

           ２０２５ 

            真鍋友範 

１ 区別されて然るべき２枚の絵画 

 

 これまでの西洋ルネサンス美術史に於いて、《岩窟の聖母》は、２枚存在し、

双方共にレオナルド・ダ・ヴィンチが描いたものであるかのように解説され続け

られてきた。 

 

 しかし、真実は異なると考えられる。 

 

《ロンドン版岩窟の聖母》はレオナルドの真筆であり、《ルーブル版岩窟の聖

母》は、弟子たちが描いた元版に置き換えられることの無かった、いわば真筆の

画力には数段劣る弟子達による共同制作作品なのだ。（詳しくは別稿参照） 

 

２作品を、決定的に異なる作品にしているのは、構図だ。 

 

原作の《ロンドン版巌窟の聖母》では、聖母たちは岩窟内の暗い空間にいる。

それに対し、《ルーブル版岩窟の聖母》に於いて、聖母達は明らかに岩窟よりも

前方の明るい外部空間にいる。 

 

この極めて大きい違いを指摘する美術史家が果たして何人いるのだろうか。 

 

なぜ、片方の作品が、もう一方の作品を参考に描いたにも関わらず、これほど

の構図上の差異が生じているのか。 

 

理由は、簡単だ。 

 

何故なら注文主の聖母無原罪御宿信人会が、当時の絵画常識である、明るいル

ネサンス的均一光線の空間に展開する情景である《ロンドン版岩窟の聖母》を拒

否したからに違いないのだ。 

 

聖母を暗い岩窟内の空間に置く事など、論外であると信徒たちは感じたのだ。 
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その結果、レオナルドの描いた元絵である《ロンドン版岩窟の聖母》は、受取

拒否された。レオナルドに協力して周囲の部分を描いた、当時の弟子の画家であ

るアンブロージオは、裁判に打って出た。 

しかし、当時のレオナルドはミラノを離れ、対応できない環境にあった。 

 

レオナルドは、一見非情にも見えるが、決して弟子の立場を考えて、自身が代

替作品を描くような姿勢は一切見せていない。（それには理由があったと推測で

きるが、これは別稿で過去に述べたので、ここでは詳しくは述べない。） 

 

訴訟解決の仲裁を頼まれたルイ１２世が、どのように行動したのかは、記録に

はない。 

 

しかし、ミラノに残ったレオナルドの弟子たちに代替作品である《ルーブル版

岩窟の聖母》を描かせたと仮定すると、解決への論理は明快に展開するのだ。 

 

聖母無原罪御宿信心会の主張に沿って、もう少し明るい絵に内容変更するこ

となのだ。 

 

そこで弟子たちは、どう対応したのか。 

 

それは、聖母たちを暗い岩窟内から岩窟の前方の明るい岩窟前方の外部空間

に存在位置を移動することであったのだ。 

 

もう一度ルーブル版岩窟の聖母を見てみよう。 

 

分かるだろうか。《岩窟外の聖母》が、前作の《岩窟内の聖母》と区別され描

かれている。 

 

つまり、我々の前には、レオナルドの残した真筆の２枚の岩窟の聖母があるの

ではなく、レオナルド真筆の《岩窟内の聖母》と、弟子たちが共同制作した代替

作《岩窟の外の聖母》の２枚が存在しているのだ。 

 

２枚の作品は、作品への命名の段階で、しっかり区別されるべき作品であった

のだ。 
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でも、わざわざルイ１２世の裏工作で、新たにもう一枚の代替作品が出来上が

ったのにも関わらず、聖母無原罪御宿信心会は、受け取りを再度拒否したのか。 

 

この理由は明白だ。 

 

《ルーブル版岩窟の聖母》は、幼児キリストの洗礼場面であり、この画面では、

聖母の出る幕はない。 

 

聖母の無原罪御宿りを信心する会派にとって、このような聖母の登場しない

場面への勝手な内容変更は、決して受け入れられなかった筈だ。 

 

だから、行き場を失った代替作品は、結局ルイ１２世の手元に残り、現在パリ

のルーブル美術館にあるのだ。 

 

このように推察できる２枚の作品であるが、やはりルーブルにある作品は、レ

オナルドの真筆ではないことからも、２作品はしっかり区別されるべきだ。 

 

それはレオナルドの描いた《岩窟内の聖母》と、ミラノに残った弟子たちの描

いた、失敗した代替作品《巌窟の外の聖母》だ。 

                  

《巌窟内の聖母》          《岩窟の外の聖母》 

レオナルド・ダ・ヴィンチ      アンブロージオ他の弟子共作 
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